
情報通信審議会 情報通信技術分科会

 技術戦略委員会（第１回）議事録（案）

第１ 開催日時及び場所 

平成 27 年 1月 30日（金） 14時 00分～16時 00分 

於、総務省第 1特別会議室（8階） 

第２ 出席した構成員（敬称略） 

相田 仁（主査）、森川 博之（主査代理）、内田 義昭、江村 克己、大木 一夫、 

大久保 明、大島 まり、岡 秀幸、沖 理子、黒田 道子、近藤 則子、 

佐々木 繁、平田 康夫、三谷 政昭、宮崎 早苗 

第３ 出席した説明者（敬称略） 

   （株）三菱総合研究所情報通信政策研究本部長 中村 秀治（事務局補助説明者） 

第４ 出席した関係職員 

(1) 総務省 

（情報通信国際戦略局） 

鈴木 茂樹（情報通信国際戦略局長）、武井 俊幸（官房総括審議官）、 

巻口 英司（情報通信国際戦略局参事官）、松井 俊弘（通信規格課長）、 

山内 智生（宇宙通信政策課長）、荻原 直彦（研究推進室長） 

（総合通信基盤局） 

富永 昌彦（電波部長）、田原 康生（電波政策課長）、 

布施田 英生（移動通信課長）、塩崎 充博（電気通信技術システム課長） 

（情報流通行政局） 

久恒 達宏（放送技術課長）、中村 裕治（情報セキュリティ対策室調査官） 

(2) 事務局

野崎 雅稔（情報通信国際戦略局技術政策課長）

田沼 知行（情報通信国際戦略局技術政策課企画官）

山口 典史（情報通信国政戦略局通信規格課企画官）

小川 裕之（情報通信国際戦略局技術政策課統括補佐）

山野 哲也（情報通信国際戦略局通信規格課標準化推進官）

第５ 議題

（１）諮問事項、技術戦略委員会の設置及び運営等について

（２）総務省の研究開発等に係る取組について

1 

参考資料２－１ 



（３）情報通信研究機構の取組について 
（４）構成員等からのプレゼンテーション 
（５）意見交換 

（６）その他 

 

開  会 

 

○野崎技術政策課長  本日は皆様、雪の中、大変お忙しい中お集まりいただきまして誠

にありがとうございます。定刻となりましたので、ただ今から情報通信審議会情報通信

技術分科会技術戦略委員会第１回会合を開催させていただきます。私は事務局を務めさ

せていただきます、総務省情報通信国際戦略局技術政策課の野崎と申します。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 
 それでは、まず、本委員会の開催にあたりまして、武井大臣官房総括審議官からご挨

拶をさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 
○武井大臣官房総括審議官  総括審議官をしております武井と申します。事務局を代表

いたしまして一言開催のご挨拶をさせていただきたいと思います。 
 日頃から情報通信行政に多大なるご支援、ご協力を賜っておりますこと、改めてお礼

申し上げたいと思います。今日は雪が降って天候が大変良くない中、皆様無事にお集ま

りいただきまして大変ありがとうございます。 
 既にご案内させていただいたとおり、この委員会は昨年の１２月の情報通信審議会で

総務大臣の方から諮問させていただきました、新たな技術戦略の在り方につきましてご

審議をお願いしたいということで設置をさせていただいたものでございます。 
 具体的に申し上げますと、平成２８年度、２０１６年度から科学技術関係の取り組み

がまた新しい５年間のフェーズに入ることになります。１つはＮＩＣＴ、情報通信研究

機構の研究期間が５年ごとに区切られているわけでございますけれども、２８年度から

新しい次の中長期目標期間になり、新しい５年間を迎えます。それから、国全体の科学

技術の方針を決めております第５期の科学技術基本計画も２０１６年度からことでござ

いまして、そういう区切りの年になるわけでございますけれども、これに向けまして、

２８年度から始まる概ね５年程度におきまして、国あるいはＮＩＣＴがどのような研究

活動をどのように進めていけばいいのかということについてご審議をいただきたいとい

うものでございまして、私どもはそれを踏まえまして、ＮＩＣＴの次期の中期目標や、

あるいは国全体の第５期科学技術基本計画の議論への貢献といった形につなげていきた

いというものでございます。 
 こういう性格の審議なものですから、５年ごとにこうした議論を毎回やらせてもらっ

ていますが、前回、前々回の１０年前や５年前の議論を改めて少し復習してみますと、

やはり技術革新によって相当ＩＣＴも変わったなというふうに感じております。我々が
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日頃使っておりますネットワーク端末はもとより、ＩＣＴの利用環境、ＩＣＴ産業の状

況、日本の国際競争力、ずいぶん変わってきたのではないかと思っております。 
 一方で、また同時に、ＩＣＴは社会・経済全体の基盤になるというふうに言われてお

りますけれども、その位置づけといったものがますます増大というか、もう当たり前の

ことになってきているというふうな状況でございまして、今やいろんな分野でも今後の

将来戦略ということが議論されているわけでございますけれども、ＩＣＴ抜きで議論で

きる分野はないだろうというぐらいの形にあらゆるところに広まってきているわけでご

ざいます。そうした位置づけのＩＣＴについて、イノベーションのシーズをさらに生み

出していくということが、今後、ＩＣＴを活用していろんなことをしていく上でも、Ｉ

ＣＴ産業自体を強力にしていく上でも必須なわけでございまして、基盤的・基礎的な研

究開発といったものをさらに強力に推進していくということが必要であると思っており

ます。そのためにはしっかりした戦略といったものをまたこの５年ごとの機会に見直し、

作っていただきたいという趣旨でございます。 
 どうしても研究ベースの議論でございますから、実際に２０１６から２０２０年、こ

の期間の研究開発の出口といったものが世の中に出てくるのがまた２０２０年とか２０

３０年とか、かなり先のことになってきます。そういう意味で、かなり長期的な視野の

展望を入れていただきながらのご検討がいるかと思いますが、どうぞよろしくお願いし

たいと思っています。 
 ＮＩＣＴの次期中期目標の策定スケジュールなどを逆算していきますと、今年の夏に

は一定のとりまとめをお願いしたいというふうに考えておりまして、相田先生をはじめ

皆様には大変ハードなスケジュールの議論をお願いせざるを得ないことになりますが、

どうぞ事の重要性に鑑みまして皆様方のご協力をいただけるようお願い申し上げまして

冒頭のご挨拶とさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
○野崎技術政策課長  本委員会は、先般、１月２１日に開催されました情報通信技術分

科会において設置が決定されました。また、委員会に所属する構成員及び主査が参考資

料１－３のとおり伊藤分科会長より指名されており、主査には東京大学大学院教授の相

田委員が指名されております。本日の出席者につきましては席次表をご参照ください。 
 なお、本日は総務省から武井総括審議官のほかに、情報通信国際戦略局から鈴木局長、

総合通信基盤局から富永電波部長及び関係部局の課室長が出席しております。 
 それでは、以降の議事進行につきましては相田主査にお願いいたします。 

○相田主査  先週開催されました情報通信技術分科会におきまして本委員会の主査を仰

せつかりました相田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 
 先ほど武井総括審議官からご挨拶がございましたように、この委員会の大きなミッシ

ョンの１つが、ＮＩＣＴの今般の位置づけの変更、それから次期の中長期目標計画で何

をやっていくかということで、これは完全に後ろが切られている話であって、先ほどご

ざいましたように７月ぐらいまでに方向性を示さなければいけないというところですけ

れども、これに関しまして、実は既に有識者による意見交換も始まっているというふう
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にお聞きしておりますが、その中で、電子情報通信学会と連携して産学官によるフリー

ディスカッションの企画があるというようなことも伺っております。 
 あと、残りのミッションは必ずしもＮＩＣＴの枠にとらわれない、今後５年間、我が

国として誰がどういうふうに情報通信分野の研究を担っていくかというところで、これ

はなかなか難しい問題で、これもまた事務局とご相談させていただくことになりますけ

ど、もしかするとその件につきましては、７月の枠ということにとらわれずに、もう少

し期間をかけてご相談させていただかなければいけない件かもしれないというふうに思

っております。 
 その中では、今もありましたように、学会ですとか、そういうようなものとの連携と

いうのももしかして視野に入れていく必要があるというようなことで、是非皆様方の非

常に幅広い見識を活用いただきまして実り多い議論が進めていければというふうに思っ

ております。どうぞよろしくお願いいたします。 
 それでは、まず、配布資料の確認を事務局からお願いいたします。 

○事務局  それでは配布資料の確認をさせていただきます。お手元、席次表の下、クリ

ップ留めの資料が本日の資料でございます。１枚目、議事次第をめくっていただきまし

て、横長の資料、資料１－１。その下、１枚ものの資料１－２、１－３。その後、横長

のプレゼンテーションが資料１－４から１－８までございます。その後、資料１－９、

横長の１枚もの。それから、縦長の資料、資料１－１０。以上が資料でございます。参

考資料といたしまして、いずれも１枚ものですが、参考資料１－１から１－５まで配布

をさせていただいております。資料の不足等ございましたら事務局までお申し付けくだ

さい。 
○相田主査  よろしゅうございますでしょうか。それでは、本日は第１回会合でござい

ますので、本来であれば皆様から一言ご挨拶いただきたいところでございますけれども、

本日かなり内容も盛りだくさんで進行がタイトでございますので、後ほど、皆様方から

一言ずつご意見をいただきたいということで事務局から既にお願いが行っているかと思

いますので、その際に併せて自己紹介をお願いできればということにさせていただけれ

ばと思っております。 
 

議  題 

 
（１）諮問事項、技術戦略委員会の設置及び運営等について 

 
○相田主査  それでは、まず、（１）諮問事項、技術戦略委員会の設置及び運営等につい

てということで、事務局から説明をお願いいたします。 
○事務局  それでは、資料１－１、それから資料１－２を用いまして諮問事項及び技術

戦略委員会の設置及び運営等についてご説明をさせていただきます。併せて、参考資料
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１－１から１－４につきましても適宜ご参照をいただければと思います。 
 まず、資料１－１でございます。表紙をめくっていただきまして、１枚目、諮問の背

景等についてでございますが、先ほど挨拶の中でもご紹介がありましたとおり、国全体

の科学技術基本計画に関する検討ということで、平成２８年度からの第５期科学技術基

本計画に関する議論が総合科学技術・イノベーション会議において検討が始められたと

ころでございます。ＩＣＴ分野につきましても、総務省として積極的に検討、貢献をし

ていく必要がございます。 
 また、独立行政法人通則法の改正によりまして、平成２７年４月からＮＩＣＴは国立

研究開発法人に移行するということになってございます。このため、新法人制度移行も

踏まえて、平成２８年度からの次期中長期目標に向けた検討を始める必要がございます。 
 以上の背景を踏まえまして、２．検討の方向のところでございますが、昨年６月、情

報通信審議会でイノベーション創出を実現するための方策ということでご答申をいただ

いておりましたが、それに加えて、イノベーションのシーズを生み出すための基礎的・

基盤的な研究開発をしっかり進めていくことが必要という観点から、昨年の１２月１８

日に、今後５年間を目途といたしました、「新たな情報通信技術戦略の在り方」について

諮問をされたところでございます。諮問書につきましては参考資料１－１で配布をさせ

ていただいております。これに基づきまして、先週の情報通信技術分科会におきまして

技術戦略委員会が設置され、本委員会におきましてご審議をお願いしたいというふうに

思っております。 
 めくっていただきまして、新規諮問の概要の２の答申を希望する事項をご覧いただけ

ればと思います。答申を希望する事項といたしまして、ＩＣＴ分野における重点研究分

野及び重点研究開発課題、それから研究開発、成果展開、産学官連携等の推進方策とい

うことでご検討をいただきたいというふうに考えております。答申を希望する時期とし

て、平成２７年７月を目途ということで諮問をさせていただいているところでございま

す。 
 続きまして、資料１－２をご覧ください。技術戦略委員会の運営につきましては、主

査が詳細について必要な事項を決定するということとされております。事務局の方で資

料１－２といたしまして案を作成させていただいております。詳細については説明を省

略させていただきますが、委員会の運営につきまして、２番の主査代理を置く旨の規定。

あるいは、６番の委員会に必要と認める者の出席を求めることができる旨の規定。８番

のワーキング設置の関係。１０番の会議の公開、非公開。１３番、裏でございますが、

議事録の公開、非公開の関係。運営に必要な規定を定める旨の案を作成しております。

こちらにつきまして、ご意見、ご質問等いただいた上でご決定をお願いできればと思っ

ております。以上でございます。 
○相田主査  ありがとうございました。それでは、ただ今ご説明いただきました本委員

会の位置づけ、それから資料１－２の本委員会の運営について（案）、これにつきまして、

ご質問、ご意見等ございますでしょうか。 
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 それでは、資料１－２に関しまして、このような形で進めさせていただいてよろしゅ

うございますでしょうか。ありがとうございました。それでは、これで進めさせていた

だきたいと思います。 
 それで、早速でございますけれども、運営についての３のところ、主査代理は委員、

臨時委員又は専門委員の中から主査が指名するということになっておりますので、森川

委員にお願いしたいと思いますが、よろしゅうございますでしょうか。では、森川委員、

どうぞよろしくお願いいたします。 
 続きまして、同じく資料１－２の７、主査は、委員会の調査にあたり必要と認めると

きは、ワーキンググループを設置し、委員会が調査する事項について、検討させること

ができるということになっておりますので、資料１－３に基づきまして、特にＮＩＣＴ

の中期目標等について詳細な検討をいただくために、重点分野ワーキンググループとい

うのを設置させていただきたいと思います。 
 資料１－３にありますように、このワーキンググループの主任といたしましては、先

ほど主査代理もお願いいたしました森川委員にお願いいたしたいと思いますけれども、

お認めいただけますでしょうか。ありがとうございました。それでは、そのようにワー

キンググループを設置させていただきます。 
 

（２）総務省の研究開発等に係る取組について 
 
○相田主査  では、続きまして、議題の２になりますけれども、総務省の研究開発等に

関する取り組みについてということで、事務局から説明をお願いいたします。 
○野崎技術政策課長  資料１－４に基づきまして手短にご説明させていただきます。 

 まず、２ページ目でございます。総務省の情報通信分野における主な研究開発スキー

ムというものでございます。大きく３つのスキームがございまして、①のＩＣＴの重点

技術の研究開発プロジェクト。これは課題を指定しまして、そこにつきまして大学とか

民間企業に委託をするものでございます。真ん中は競争的研究資金ということで、研究

テーマも含めて公募を行って研究を委託するようなものでございます。③が独立行政法

人情報通信研究機構、ＮＩＣＴによる研究開発ということで、総務省が研究開発の中期

目標を示しまして、それに基づきましてＮＩＣＴが研究を進めていくということで、運

営費交付金、渡し切りの交付金によって研究が実施されます。 
 次の３ページ目をご覧ください。３ページ目は研究開発から実用化に向けた流れでご

ざいます。中ほどに競争的資金による公募型研究開発、テーマ設定型の研究開発という

ふうになりますが、昨年のイノベーションを創出するための情報通信審議会の答申に基

づきまして、新たな取り組みとしまして、シーズの創出段階を加速するために独創的な

人向け特別枠。あと、研究成果を事業化に結びつけるところのために常時応募可能な「ビ

ジネスモデル実証フェーズ」を支援するための「ＩＣＴイノベーションチャレンジプロ

グラム」というものを新たに今年度から実施しております。 
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 ４ページ目をご覧ください。これはテーマ設定型の研究開発の例でございます。まず、

次世代光ネットワーク技術の研究開発ということで、光ネットワークはどんどん大容量

化を進めていく必要があるということで、現在、１００ギガビット級のネットワークで

ございますが、この分野でこれまでの研究開発の成果を使って日本企業の光伝送用信号

処理チップの国際シェアは５０パーセントを占めている。ただ、さらに１テラビット、

その将来の光ネットワークが求められていることから、いち早く日本として対応するた

めに、こういう先端的な研究開発を進めているものでございます。 
 次の５ページ目をご覧ください。５ページ目は多言語音声翻訳技術の研究開発でござ

います。これはＮＩＣＴの研究、基盤技術をベースに、東京オリンピックに向けまして

社会実装まで進めていくものでございまして、２０２０年に向けまして、日英中韓を含

めて１０言語間、さらに病院、ショッピング、観光、様々な分野に幅広く使えるような

技術を社会実装を進めながら開発していこうというものでございます。 
 ６ページ目はスマートな社会インフラの維持管理ということで、これは従来に比べて

消費電力を１，０００分の１以下の極めて省電力にしたセンサーを開発して、老朽化が

進む公共インフラの維持管理に使っていこうという通信技術の研究開発でございます。 
 ７ページ目は次世代ＩＴＳの実現ということで、次世代のＩＴＳの研究を進めており

ます。 
 ８ページ目は電波資源拡大のための研究開発ということで、これは携帯電話のトラヒ

ックとかが爆発的に増えておりますが、そういう周波数のひっ迫状況を緩和し、新たな

周波数需要に的確に対応するために、電波資源を拡大するための研究開発を行っており

ます。こちら、電波利用料財源によって研究開発を進めているものでございます。 
 次の９ページ目でございます。こちらがいわゆる公募研究というものでございまして、

戦略的情報通信研究開発推進事業、ＳＣＯＰＥと呼んでおります。９ページ目にありま

すように、独創性・新規性に富む研究開発課題を、大学・企業・地方公共団体の研究機

関から公募し、外部有識者による選考評価の上、研究を委託するものでございます。 
 中を見ればスキームが分かれておりまして、（１）重点領域型、（２）というのは若手

ＩＣＴ研究者等育成型ということで、若手研究者、中小企業の研究者に限定した公募枠

です。（３）が電波有効利用促進型。（４）が地域ＩＣＴ振興型。これは地域に密着した

大学や地域の中小・中堅企業から提案を受けるスキームでございます。（５）は国際標準

獲得型。これは外国政府との合意に基づきまして、国際共同研究を支援する公募枠でご

ざいます。 
 ちょっと飛んでいただきまして１１ページ。これは今年度から新しく始めたスキーム

でございまして、地球規模の価値創造につながるイノベーションの芽を育てるため、奇

想天外で野心的な研究課題に挑戦する独創的な人材を支援ということで、極めて簡単な

様式で申請可能としておりまして、要件が義務教育を終了したことのみということで、

広く受け付けようということで、１０件採択予定でしたが７００件の応募が来たという

ことで、極めて垣根を低くして広く応募を受け付ける制度でございます。 
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 １２ページが事業化への支援でございます。こちらは新技術を事業化するにあたって、

死の谷を克服するために、そういう新技術を持ったベンチャー企業とベンチャーキャピ

タルをマッチングした上で試作段階を補助するスキームでございます。 
 飛んでいただきまして１５ページ以降ですが、これまでの研究開発の流れでございま

す。まず、１６ページ目でございますが、ネットワーク技術の研究開発ということで、

いつでも、どこでも、何でもつながるユビキタスネットワーク技術の研究開発から始ま

りまして、最近はビッグデータ時代に対応するネットワーク基盤技術の確立ということ

で、ネットワーク仮想化技術の研究開発に取り組んでおりまして、この研究開発のもと

に、世界に先駆けて日本企業がＳＤＮの実用化、製品化を達成しているということでネ

ットワーク技術の研究開発でございます。 
 １７ページは光ネットワーク技術の研究開発でございます。これは先ほどご説明した

ように、世界的に競争が激しくなる中で、いち早く先端技術を開発して、こういう世界

を結ぶ海底ケーブルとか、そういうところに日本企業の技術を入れていくという研究開

発でございます。 
 １８ページは多言語音声翻訳技術の研究開発ということで、内閣府の社会還元加速プ

ロジェクトから始まりまして、いよいよ２０２０年に向けて社会実装の段階に進んでき

ているものでございます。 
 １９ページはネットワークロボット技術の研究開発。これは１６年度から始まりまし

て、世界で初めてネットワークとロボットを通じて制御するというネットワークロボッ

トというコンセプトを打ち出して研究開発を始めております。オリンピックに向けて新

しい自動の車いすロボットとか新しい取り組みを今後進めていくことを検討しているも

のでございます。 
 ２０ページ以降が政府全体の取り組みでございます。２１ページでございますが、総

合科学技術・イノベーション会議ということで、内閣総理大臣、科学技術担当大臣のリ

ーダーシップのもとで政府全体の科学技術政策を議論する枠組みがございます。この総

合科学技術会議のもとに政府全体の予算の重点配分を検討しているところでございます。 
 ２３ページが２０１４年の重点枠でございますが、２３ページ目にありますように政

策課題の解決というところで、第２章のところですが、エネルギーシステムとか健康長

寿社会の実現とか次世代インフラの構築というような課題解決型の研究開発を進めると

同時に、ＩＣＴについては２番目の分野横断技術による産業競争力の強化に、ＩＣＴは

あらゆる分野を支える技術ということで、国の科学技術の研究開発の政策にも位置づけ

られております。 
 ２４ページ目がイノベーションシステムの変革ということであります。ここに２つあ

りまして、１つは「橋渡し」機能の強化ということで、産総研等が先行的に取り組みを

進めることを検討しておりますが、産業界から研究資金を獲得することを最重要視して

研究機関内の資源配分をしていこうと。研究の後期段階は基本的には民間企業からの委

託研究によって実施していこうという、より産業界に近い研究を重点化していこうとい
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う取り組みでございます。 
 あと、下にありますイノベーションハブの形成。これはクロスアポイントメント制度、

いわゆる在籍型出向みたいな仕組みを使いまして、独立行政法人を中核として、企業、

大学から人を結集させて先端的な研究開発を行う仕組みでございます。こういうイノベ

ーションシステムの変革について、今、総合科学技術会議の方で実施に向けて検討を進

めているところでございます。 
 ２５ページ目が第５期科学技術基本計画の策定に向けた検討ということで、総合科学

技術会議で「基本計画専門調査会」を設置して検討が進められています。 
 ２６ページ目以降が内閣府を中心とした府省横断の研究開発プロジェクトでございま

して、２８ページにありますように、今、１０個のプロジェクトが動いておりまして、

内閣府の総合科学技術会議を司令塔にしまして府省横断的な研究開発を進めているとこ

ろでございます。 
 ２９ページ以降が標準化活動でございます。３１ページ目にありますように、世界的

な市場の獲得に向けて、国際標準化が一層重要になっておりますが、ＩＴＵにおけるデ

ジュール標準化活動に加えまして、フォーラム標準化活動のようなデファクト標準化活

動についても戦略的に支援しているところでございます。 
 ３２ページ以降が独立行政法人の動きでございまして、一番最後のページですけれど

も、今年の４月から仕組みが変わりまして、研究開発独立行政法人につきましては、主

務大臣のもとで評価を行っていく。ただし、先端的な研究開発をきちっと評価するため

に、外国人も評価委員として参加可能な研究開発審議会を設置して、その助言のもと主

務大臣のもとで評価することで、より一層ＰＤＣＡを強化して回していくというような

独立行政法人の制度の変革がこの４月から実施されます。ご説明は以上でございます。 
○相田主査  ありがとうございました。意見交換につきましては後ほどまとめてという

ことにさせていただきたいと思いますけれども、ただ今のご説明につきまして、ご質問

等ございましたらお受けしたいと思いますが、いかがでございましょうか。 
それでは、先に進めさせていただきます。 

 
（３）情報通信研究機構の取組について 

 
○相田主査  続きまして議題の３番、情報通信研究機構の取り組みについてということ

で、大久保構成員の方から説明をお願いいたします。 
○大久保構成員  ＮＩＣＴの大久保でございます。資料１－５をご覧いただければと思

います。 
 まず、１ページ開いていただきまして、ＮＩＣＴは、独立行政法人になって現在第３

期の計画を進めています。平成２３年度から第３期中期がスタートしておりまして、そ

の研究分野がこの図の部分でございます。研究の重点化を図るという観点から、まず、

領域をこの４つ、ネットワーク基盤、ユニバーサルコミュニケーション、電磁波センシ
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ング、それから未来ＩＣＴと分けて取り組んでございます。 
 ネットワークは幅広くネットワーク関係の技術でございます。ユニバーサルコミュニ

ケーションは多言語音声翻訳ですとか超臨場感通信という、コミュニケーションのさら

なる高度化について、それに必要な情報理解、情報分析の部分を含めて取り組んでおり

ます。電磁波の部分は、センシングのみならず時空標準ということで、後でご説明いた

しますけれども、標準電波の発信にも関連しまして、日本で一番精度の高い標準を作ろ

うということでの取り組みもやっております。さらに、未来ＩＣＴはその先のシーズを

確保していくという観点から幅広く取り組んでいる分野でございますが、中でも脳情報

通信、それからバイオＩＣＴ、ナノＩＣＴ、量子ＩＣＴなどの取り組みも行っておりま

す。これに加えて右側にありますように社会還元や産学連携の取り組みなどにも、それ

ぞれ目標を持って取り組んでございます。 
 ２ページをご覧いただきたいと思いますが、その取り組みの組織でございます。先ほ

ど言った分野ごとの研究を主体とする研究所が横向きの緑の棒で書かれておりますが、

さらに連携プロジェクトという分野横断的にかなり出口に近い取り組みをするという観

点で、縦軸の棒で示した形で、次世代ネットワークとか脳情報通信融合、耐災害ＩＣＴ。

最近ですと、先ほどちょっとお話もございましたが、多言語音声翻訳といったプロジェ

クトに取り組む組織を設置いたしまして取り組んでいるというところでございます。 
 ３ページをご覧いただきたいと思います。私どもの組織、予算・要員の規模でござい

ます。２３年度から現中期目標期間に入っておるわけでございますけども、平成２６年

度で約２８０億ほどの交付金をいただいております。そのほか外部受託の収入等もござ

います。収入合計としては２９３億８，０００万ということでございます。 
 スタッフの規模は、右の下の表の方にございますけれども、常勤職員に比べ非常勤職

員の方が大きくなっておりますが、そのうちの研究職については、常勤で２７９、非常

勤が２５２となっています。そのうち、特に常勤の部分ですけれども、研究者はほとん

どが博士課程取得者、それから外国籍研究者も増やしてきております。 
 ４ページの方は論文・特許成果の推移でございます。論文の方につきましては、どう

しても中期計画の当初はまだ研究がなかなか出てこず期末に向けて大きくなるというこ

とでみていただきたいのですが、少し上下はございますが、自主研究、委託研究併せて

論文数でも１，３００、１，４００の数を出してきております。特許の方も、下の図の

ところでございますが、これにつきましても、平成２３年以降、使える特許、まさに収

入を得られる特許というのに絞り込んで取り組んでいるところで、数的には少なく見え

てございますけれども、特許実施率については順調に成果を上げております。 
 次に、主な研究開発例の方をご覧いただければと思います。 
 ６ページはサイバーセキュリティの関係でございます。インシデントを相対的に分析

し、かつそれを瞬時に既存のデータベースの中でその特性情報を分析特定して、さらに

大局的動向を把握するというＮＩＣＴＥＲというシステム。これはさらにいろいろ展開

もやっております。 
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 ７ページ目は光通信の関係でございます。オール光通信を目指した取り組みでござい

ます。さらに、先ほど総務省の方のご説明にもありましたとおり、日本が光通信の分野

をリードしていくという観点で様々な成果を上げてきているものでございます。 
 ８ページ目は多言語音声翻訳の関係でございます。これも省略をさせていただきます。 
 ９ページ目はリモートセンシングの分野でございます。ＳＡＲ、合成開口レーダの技

術でございます。当初は衛星用に開発したのをさらに航空機に搭載し、また、迅速に膨

大な情報を処理して使えるようにする。こういう分野での研究を進めておりました。こ

れは災害の実際の状況把握、特に水蒸気が多くあるとか、噴煙があるとか、夜間ですと

か通常状況が見えないところでの活用という形でその有効性を示してきているところで

ございます。 
 １０ページ目は、これは次世代ドップラーレーダ、フェーズドアレイレーダでござい

ます。これもさらに迅速に、ゲリラ豪雨等のような本当に急激な変化も可視化して活用

できるようにするということで取り組んでいるものでございます。 
 １１ページをご覧いただきたいと思います。これはＷｉ－ＳＵＮと呼んでおります。

Ｗｉｒｅｌｅｓｓ Ｓｍａｒｔ Ｕｔｉｌｉｔｙ Ｎｅｔｗｏｒｋに向けた無線システ

ムの開発でございます。国際標準化という観点からもＮＩＣＴが主導いたしまして、実

際にはそれに業界との連携も上手く進めまして、先般も東京電力のスマートメータシス

テムの通信方式としての採用が決定されたということがございました。これを使って、

さらにこれからのビッグデータの時代に様々な情報を収集する手段としの応用、様々な

スマートユーティリティネットワークへの応用という形で展開していきたいと考えてお

ります。 
 １２ページはＪＧＮとＳｔａｒＢＥＤというテストベッドでございます。これについ

てはこれまでも多く出てきておりますので、省略をさせていただきます。 
 それから、１３ページ。これは平成２４年に補正予算をいただきまして整備させてい

ただきましたモバイルワイヤレステストベッドでございます。この中身は、実際に様々

なデータを、分野をまたがるようなデータを集め、それを今度は相互関係させながら分

析する。そして、それを見える化して使えるようにする。それから実際に情報通信以外

の分野の方々にそれを今度使っていただき、社会還元を行う。こういうループを作る形

で付加価値を作っていく。そういう利用ができるテストベッドということで整備させて

いただきました。ようやく、これを使い私どもの委託研究のスキームとも併せながら、

このソーシャルＩＣＴの取り組みが始まったところでございます。 
 １４ページは、これは研究開発とはちょっと違いますが、先ほど申し上げましたとお

り、標準電波の発射、それから標準時の通報等をする取り組みでございます。それから、

先ほど言った、電波の伝わり方の関係から、宇宙天気予報、それから無線設備の機器較

正なども私たちの業務として取り組んでいるというところでございます。 
 あと、後ろは最近の成果をさらにもう少し細かくまとめてございますが、今日はお時

間がありませんので、後でご参照いただければと思っております。以上でございます。 
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○相田主査  ありがとうございました。それでは、こちらにつきましてもご質問のみを

お受けしたいと思いますけれども、何かご質問等ございますでしょうか。よろしゅうご

ざいますか。 
 

（４）構成員等からのプレゼンテーション 
 
○相田主査  それでは、続きまして（４）構成員等からのプレゼンテーションというこ

とで、本日はあらかじめ事務局の方から３名の方にプレゼンをお願いしてございます。

まずは重点分野ワーキンググループの構成員である三菱総合研究所の中村様、それから

ＩＣＴにお越しいただいておりますので、ＩＣＴを取り巻く環境全般についてご説明を

お願いいたします。続いて、森川構成員、内田構成員からそれぞれご説明いただきます。 
 時間の都合上、それぞれのご説明は１０分以内ということでお願いいたします。大変

申し訳ございませんけれども、９分を経過したところで事務局にベルを鳴らしていただ

きます。先ほどまでと同様、プレゼンに対するご質問等は後ほどの意見交換のタイミン

グにまとめてお願いしたいと思います。 
 では、まず、三菱総合研究所の中村様にご説明をお願いいたします。どうぞよろしく

お願いいたします。 
○三菱総合研究所 情報通信政策研究本部 中村本部長  よろしくお願いいたします。三

菱総研の中村でございます。資料１－６、「ＩＣＴを取り巻く環境変化について」という

ことでご説明させていただきます。 
 開いていただきますと、２ページに幾つかのグラフがございます。エネルギー消費の

今後の２０３０年までの動向、それから真ん中の方には人口問題に起因する高齢化のデ

ータその他、それから環境問題に関わるデータも２０３０年あるいは２０２５年といっ

たところでの変化等々を整理してございます。 
 一方、左下の方には、これは数字だけで恐縮ですけれども、我が国の社会インフラの

建設後５０年経過の割合を示しております。老朽化と強靭化というような形でいろいろ

な問題がありますけども、こういった状況に対してＩＣＴがどのように貢献していくか

といったところに新たな研究開発のテーマ、課題があるのではないかということでござ

います。 
 ３ページですけれども、マーケットごと、特に社会課題という形で整理すると、だい

たいこういったようなテーマで伸びてくるのではないかということで、社会的課題のと

ころが６点ほどございます。 
 やはり超少子高齢化社会の到来ということで、医療問題、医療費の増大への対応、そ

れから最近のヘルスケアへの対応が大きな点として取り上げられております。 
 それから、前ページでのデータでも取り上げましたけど、社会インフラの老朽化。５

０年経過ということがございますので、どのような形で維持をしていくか、あるいはど

ういったタイミングで補修、更新をかけていくか。効率的な管理が求められているとこ
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ろでございます。 
 それから、下に行って気候変動、自然災害。地域で言うと低炭素化といったことも含

めまして、こういった大きな変動に対してどう対応していくかといったところが問題に

なっているところでございます。 
 右側に行きまして、都市への人口集中。逆に言いますと地方の過疎化といったことも

含めて、両面からこの問題に対してどのような、その下にあるエネルギー問題と一緒に

都市への集中を要する影響に解決課題としてどのように取り組んでいくかといったとこ

ろが問題になっております。 
 最後、世界人口の増大ということで、先ほどのページにも７０億から９３億人という

形で、現在、インターネットの接続が３０億とか言われますけれども、人口自体も増え

ていき、さらにものとものとのインターネットといったところでもいろいろな課題が食

糧問題等々含めて整理されているところでございます。 
 こういったところに新たな発展のチャンスという形で、１つは２０２０年の東京オリ

ンピック・パラリンピック。それに向けていろいろな取り組みが加速できるのではない

か、課題解決に対する社会実装といったものが一気に進められるのではないかというも

の。それから、左側にありますとおり、地方創生。本来はＩＣＴが大活躍しているべき

ところが、人が住まない、あるいは地方というところでありますけれども、ここに対し

て新たなフィールドとして注目が集まっている。 
 これに対して、複雑化・多様化、社会課題や地方創生に迅速かつ適切に対応していく

ためのＩＣＴへの期待ということで、インテリジェント○○○、あるいはスマート○○

○、あるいはサイバー○○○というような形でのテーマが立てられているということに

なったと思われます。 
 次、４ページですけれども、こちらの方は今、非常に大雑把な形で述べさせていただ

いたものに対して、社会課題をもう少しブレイクダウンして、文章で書き起こした参考

資料ということになりますけれども、ＩＣＴがどのような活躍をしていくかといったも

のをリストアップしているものです。 
 例えば上の労働力不足、ロボットということになりますけれども、こちらも介護支援

というようなロボットから始まり、さらに労働力を、あるいは人間の身体性をカバーし

ていくようなロボットといったようなものを含めて、ＩＣＴの塊のようなものですけれ

ども。 
 それから、中ほどの気候変動、自然災害。センサー類によるモニタリング。話は変わ

りますけれども、ブルーカーボンというテーマがございます。二酸化炭素の３０％は森

に吸収されますけれども、７０％は海に吸収されると。ところが、海の様子というのは

沿岸域しか測れていませんので、海の中で一体何が起こっているのかというのは今は衛

星でしかデータがございません。非常に謎だらけということで、国連でも研究が始まっ

てございますけれども、気候変動と自然災害というところにもＩＣＴがどのように、あ

るいはすごく大きく活躍できるというのが広がっている。そういったものをこちら、参
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考資料としてここに実はお持ちしておりますけれども、縷々整理した上で研究開発テー

マを探していくだろうというふうに考えております。 
 変わって、次以降、データを幾つかまたお示ししたいと思います。５ページでござい

ます。主に米国との比較というような形で整理したデータなのですけれども、ＩＣＴ産

業の株式時価総額、トップ５００社に占めるＩＣＴ産業の割合ということで言うと、左

下のグラフにございますとおり、アメリカが２５．１％、左から２本目のグラフになり

ます。それから、一番右側が日本ということで、これに対して１８．２％。あるいは、

産業構成的に見ても、右側のグラフにありますとおり、アメリカの方はハードウェア・

機器、もちろんＩＣＴ機器ということでありますけれども、それから紫のソフトウェア・

コンピュータサービスといったところが３０％というような形で大きなポーションを占

めております。一方、日本はここは逆に少なく、一番下のブルーのデバイスのところ、

それから通信といったところが大きくなっているというような形になっております。 
 また開いていただきまして、６ページ。こちらは個別の企業さんのお名前が載ってい

てちょっと恐縮なのですけれども、代表的な日本とそれから米国のメーカーさん、企業

さんの売上、それから営業利益率、成長率といったものをグラフ化したものでございま

す。 
 閲覧していただくとわかりますとおり、日本のグラフ、縦軸、横軸、ちょうどゼロの

とこら辺に集中しております。営業利益率、それから売上高の年成長率ともに低い、あ

るいはちょっとマイナスというような状況に対して、米国の方は、こちら、横軸の売上

高年成長率、それから縦軸の営業利益率についても元気な企業等々含めて、こちら、特

にコンテンツ、プラットフォーム、ソフトウェア業の売上高といったものが高くなって

いたりとか、成長率についても営業利益率についても高いところがございます。こうい

った状況であるということを認識していければということでございます。 
 それから、７ページ。一方、研究開発を取り巻く状況ということで、こちらはＲ＆Ｄ

の投資額、政府の投資額、それから人口１０万人当たりの研究者数といったものを並べ

ております。Ｒ＆Ｄの政府投資額で言いますと、日本より３分の２程度というドイツで

も日本より大きな投資をなさっているというところ。それから、表の一番下ですけれど

も、論文数トップ１％となりますけれども、こちらは日本の場合は第７位ということで、

他国に対してちょっと元気がないなという状況になってございます。 
 それから、続けてまいりたいと思います。８ページですけれども、こちらは我が国の

ＩＣＴ関連研究開発投資状況ということで、左側のグラフ、２００７年になりますが３

兆円を超えて以降、漸減ということで減ってきてございます。それから、右側の総務省

さんの科学技術関係費ということでも漸減傾向という状況でございます。 
 それから、一方、企業の研究開発投資ということで９ページでございます。上の段が

日本の様々な企業様、それから下の段が米国の主要な企業様。左側の方を見ていただき

ますと、上の段はずっと平行かちょっと下がっているなというところに対して、下の段、

米国さんの方は伸びている企業さんが結構いらっしゃるという状況。売上高比率が右側
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の方になりますけれども、日本はずっと減っていますけれども、下の米国のグラフはい

ろいろな変化をもたらして行われているという状況でございます。 
 次に、１０ページでございますけれども、こちらは日本の国際競争力の低下というこ

とと貿易収支のグラフでございます。左側のグラフは世界経済フォーラムによるランキ

ングということで、日本の赤いグラフがずっと落ちてきておりまして、２００５年８位

だったのが２０１３年は２１位となっています。ＩＣＴの貿易収支につきましても下が

っていっているというところと、特にＩＣＴ関連サービスについてはずっとマイナスと

いう形で推移しております。 
 １１ページは諸外国のＩＣＴ研究、ざっと赤いところを見ていただきますと、米国で

もやはりビッグデータ、サイバーセキュリティ、それからロボティクス、それからニュ

ーロテクノロジーということで脳関係といったところが取り上げられています。それか

ら、ＥＵではＦＰ７と比較してＩＣＴ投資を２５％増加というような話であるとか、あ

るいは中国の方もインターネットオブシングスといったことも含めて非常に大きな投資

をしてきている。そこら辺を参考資料として１２ページ、１３ページを記してございま

す。 
 また、特徴的な企業として１４ページにグーグルの構え方というようなものをざっく

りマッピングしております。プラットフォームの構え方、それからその周りでいろいろ

な取り組みがなされております。参考データとして、１５ページにありますとおり、ロ

ボット関係では東大のロボットのベンチャーがグーグルに買われてしまったといった事

もある。こういうような状況もございます。 
 最後でございます。１６ページ。簡単に申しますと、これまで左側の市場領域でやっ

てきたＩＣＴでございますけれど、右側にありますとおり、実際のアクチュエーション、

リアリティの世界に対して神経系がちゃんと届いて、ものが動く、あるいは運転、制御

がなされるといったところに対してＩＣＴの研究開発のテーマが新たに広がっていく。

それを支える基盤とともに新しいトレンドというのが出ているのではないかということ

でこの資料を締めさせていただいております。以上でございます。 
○相田主査  ありがとうございました。いろいろご発言されたい方もあるかと思います

けれど、後ほどの意見交換に取っておいていただきまして、続きまして森川構成員から

よろしくお願いいたします。 
○森川構成員  承知しました。お手元の資料の資料１－７ご覧ください。「再定義の時代」

という曖昧なタイトルにしていますけれども、研究も技術も事業も全て、組織も再定義

していなかければいけない時代に入ってきたのではないかということをお話しさせてい

ただければと思います。 
 スライド２枚目、１枚おめくりいただきまして、技術という観点から見ると、やっぱ

りＩＴ、ＩＣＴの位置づけ自体も再定義し直さないといけないのではないか。すなわち、

僕が学生だった頃はＩＴ、ＩＣＴは左下の最先端領域だったように思っておりますが、

諸先輩方が頑張りすぎたおかげか、右上にやってきてしまったというのが僕の感覚でご
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ざいまして、ある程度、言葉は悪いんですけれども、枯れてきたといったように、成熟

してきたように感じております。したがいまして、最近は一番右上にあるような土木と

か、そういった本当に枯れた分野は何しているのかというのに非常に興味があるところ

でございます。 
 ３枚目ですけれども、成熟してきたということから見ると、『ストーリーとしての競争

戦略』で楠木先生が言われていることと同じというか、かなり参考になるのかなと思っ

ていて、優れた戦略とは思わず人に話したくなるような面白いストーリーであるべきだ

というのは、成熟したからこそストーリーが重要なのだということを言われております

けれども、研究開発もまさに同じなのかなと。ストーリーを語れない研究開発はやはり

これからは少なくしていかないといけないのかなというふうに思っております。 
 続いて４枚目ですけれども、研究開発だけではなくて事業もいろいろな分野で再定義

がなされておりまして、一体全体この会社は何やっているのかというのが訳がわからな

くなってきているというものでございます。 
 そういう流れで、５ページ目ですけれども、じゃあ技術者とか研究者に求められる能

力も今までと比べると何か違うかなと思っていまして、今までは真ん中にあるような、

考える、試すというところを地道にやっていれば新しい技術が生まれて、それが社会を

変える原動力になっていたわけですが、今は真ん中だけやっても、一体全体何やってい

るのというような状況になってきてしまっているように思います。 
 したがいまして、まず、我々も気づくというところから、一体全体何をやるのかとい

うところからしっかりと考えて、それがフィックスした段階で考えて試すということを

やって、最後に、やはり新しいことなので、それが本当にいいということを伝えなけれ

ばならなくなります。そこまで我々自身も、技術屋あるいは研究屋も幅を広げていかな

ければいけないのではないかというのが最近の感覚でございます。したがって、昔はよ

かったなというのが正直なところです。 
 ６枚目ですけれども、成熟した分野の一番の典型でございますが、土木学会の学術研

究グループというものの分類を見ると、橙色で囲ってあるようなところというのは、技

術そのものというよりも技術を使う、技術を使って何するのかというところでございま

す。それに対して、例えば電子情報通信学会とか情報処理学会はこういう分野がまだあ

りません。今までテクノロジーだけの分類になっているので、やっぱり我々も橙色みた

いなところに意図的に踏み出していくのも実は必要なのではないかというふうに思って

いるのが６枚目です。 
 ７枚目。これは、では結局これからのＩＴやＩＣＴがどうなっていくのかということ

ですけれども、一言で言うと、生産性向上と価値創出をやっていくのがやはり我々の責

務なのではないかというものでございまして、それの核となるのがデータなのではない

か。こちらの写真にあるのはＰＬＣ、プログラマブルロジックコントローラで右上にあ

るような生産性が低い製造工程から右下にあるような全自動の製造工程に変わったとい

うものでございますけれども、これからＩＣＴで生産性の低い分野にＩＣＴを全て適用
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していって、右上にあるような産業セグメントを一気に右下に落とし込んでいくのが

我々がやるべきことなのではないか。それによって経済成長につなげていく。成長の一

番のポイントは生産性でございますので、これからようやくＩＣＴが活躍できるのでは

ないかというのがこのスライドでございます。 
 続く８枚目でございますけれども、そういたしますと、我々がやはり常日頃この円グ

ラフにある全ての産業セグメントをウォッチしておかなければいけない。ほとんどの産

業セグメントは生産性が低いところもありますので、そこにＩＣＴを適用していって生

産性を上げて価値を作っていくことこそが我々がこれからやっていかなければいけない

ことなのだろうというふうに思っております。 
 続く９枚目ですけれども、ではそうすると、これから実は２０年とかがＩＣＴが本物

になるのだろうという、少し我田引水的なスライドで、バブルが弾けて３０年ぐらい経

って本物になるというものでございます。１８５０年は鉄道、１９２９年は自動車のバ

ブルが弾けて３０年で本物に、真の意味で社会に入り込む。したがって、ＩＣＴで言う

と２０００年にインターネットバブルが弾けて、２００８年にリーマンショックが弾け

ましたので、これからが本物の社会を作り上げていく我々のしなければいけないフェー

ズに入ってくるのかなというスライドが９枚目でございます。 
 続く１０枚目からは研究開発投資についてでございます。 
 １１枚目。では、研究開発投資をするにあたって、どういうタイプにお金を流し込め

ばいいのかという４つのタイプを示してございます。１点目は基礎研究。これは広く浅

くやはりやり続けなければいけない。２つ目は新たな市場を発掘する研究ということで、

例えばＩＣＴ×○○で、相手先の出口の生産性を上げていくのだけれども、それが本当

にお金になるのかどうかはまだまだわからない、非常にリスクが高いもの。そこに対し

ては海兵隊みたいなものでやはりきちんと投資をしていって、上手くいくのかどうかを

明らかにしていくような研究は必要なのだろうというふうに思います。 
 ３点目は新たなエコシステムを作り上げる研究ということで、今戦っている土俵を変

えられるような可能性のある研究テーマをやはり重点的にサポートすべきだと。一般的

に言われますのは、Ｓｏｆｔｗａｒｅ Ｄｅｆｉｎｅｄというのは従来のエコシステム

を変えますので、ＳＤＮも含めて、そういうエコシステムを変える研究に関してはしっ

かりとやっぱりお金をかけていくのが重要なのだろうと思います。 
 最後に４点目ですけれども、ネットワークとか場の構築というものも実は重要なので

はないかということで、最近、ご存じのとおり、ものづくりではかなり盛り上がってい

ます。アメリカにしても欧州にしてもドイツにしても盛り上がっていまして、何を始め

ているのかというと、場を作り始めています。アメリカではＩＭＩとかＮＮＭＩとか、

イギリスだとＣａｔａｐｕｌｔ、あるいはドイツだとＦｒａｕｎｈｏｆｅｒで集まる場

みたいなものを作り始めていますので、やっぱりこういうものにお金をかけていくのも

重要なのではないかというのが１１枚目でございます。 
 続く１２枚目は、ではそういう研究開発投資するにあたって考えなければいけない１
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点目でございますけれども、今現在の仕組みはどちらかというと軽い系がメインになっ

ているような感じがしていますので、重い系のベンチャーをいかに育てていくのかとい

うことはやはりじっくり考えないといけないのかなと思います。重い系を地道に、やは

りこれはある程度の期間をかけて研究開発投資をしなければいけないと思いますので、

そういうプログラムも必要なのではないかというのが１２枚目でございます。 
 １３枚目は市場とかエコシステムを見据えたアンブレラプロジェクト、そういったも

のを考えるのが重要なのではないか。すなわち、技術がある程度成熟してきたことを踏

まえて、お金さえかければいろんなことができるようになってきておりますので、お金

をかければできるというプロジェクトはあんまり良くないなというふうに思っています。 
 したがいまして、お金が流れることまで考えるような、そういったエコシステムまで

考えたアンブレラプロジェクトをやっていくのが重要なのではないかというのが１３枚

目でございまして、 
その次なのですけれども、こちら、お手元には資料はございませんので正面にあるデ

ィスプレイをご覧いただければと思うのですけれども、例えば農業で言うと、センサー

とかを設置するというのはいろんなところで言われていますが、それだけだとセンサー

に投資してくれる生産者がいないのです。ではどうすれば良いのかということを考える

と、やっぱり一番上のようなところまで一緒に考えないと農業でお金を回していくよう

なことには恐らくならないのではないかというふうに思っています。したがって、一例

として、こういったものがアンブレラプロジェクトとして僕が想定している１つなので

すけれども、金融業界・保険業界も含めて、お金も回していくためにはどうすればいい

のかというものとＩＣＴとをセットで考えていくようなことが必要なのではないかとい

うのがアンブレラプロジェクトでございます。 
 最後はお手元の資料で１４枚目になりますけれども、研究開発テーマに関しては、我々

自身がやっぱり常日頃考えないといけないのではないかというふうに思っていまして、

最近思っているのは、厚労省なんかはずっと前からがんの撲滅ということを言い続けて

おり、それにお金もつぎ込んでいますけれども、いつまで経ってもがんが撲滅されるこ

とはないと思っていまして、それでもお金は使うんです。 
 というのは、説明がしっかりしているからだというふうに思っていますので、やはり

我々が、研究者自身が、技術者自身がそういう説明をできるようになることも重要なの

ではないかというスライドでございます。以上でございます。 
○相田主査  ありがとうございました。それでは、３件目といたしまして内田構成員の

方からお願いいたします。 
○内田構成員  ご説明いたします。タイトルは「ユーザセントリックを支えるネットワ

ークの研究・技術開発」ということで、１ページ目でございますけど、２０２０年の環

境想定、社会トレンドということで、もうこれはかなりどこでも言われていることでご

ざいますけど、まず、左上のところ、ユーザー、コンテンツの大容量化、通信の多様化

ということで、当然、大容量といえば８Ｋ、あとＩｏＴですね。そういうことが書いて
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います。 
 あと、２番目、右のところではビジネスとしてクラウドによる効率化ということです。 
 ３番目、社会構造としては当然、都市の構造変化、あと人口の流動がやはりすごいの

で、特に都市化、商業施設の集中化に伴うトラヒックの集中というのがものすごくござ

います。その後、偏在化ということで、その下の絵を見ていただいてもわかるように、

これは高さがトラヒックを示しているわけですけど、昼前になればこの辺が集中すると

いう。それから、時間的なトラヒック変化、少子高齢化によるニーズ変化ということで

ございます。 
 次のスライドでございますけど、ネットワーク技術として大容量・高速ネットワーク

の展開ということで、今、散々言われています５Ｇ技術。ＬＴＥエリア拡大ということ

でございます。 
 ２番として、サービス多様化に対応したネットワークということで、これも多種多様

なサービスが出て、かつプレーヤーもいっぱいいらっしゃいますので、それに対応でき

るような柔軟なネットワークということで書いてあります。 
 ３番目として、先ほどの高密度なエリア対応ということで、ホットスポットは当然な

のですけど、さらにそこには屋内をいかに使っていただくかということで、その下のと

ころにいろいろな技術として、スモールセル構築技術、屋内エリア構築技術、あとＭａ

ｓｓｉｖｅ ＭＩＭＯ等の技術、このようなネットワーク技術というのが必要となって

います。 
 次のスライドでございますけど、５Ｇの要件と技術課題ということで、もうこれは見

ていただければわかる話でございますので、スキップします。 
 次、スライド４でございますけども、技術開発の方向性ということで、これは弊社の

方でいろんなところで申し上げておりますけど、ユーザセントリックなサービス開発が

より重要だということで、上側が２０００年から２０１５年、高性能・高機能化という

ことですけど、まだまだユーザビリティということについては進んでいないところがご

ざいまして、どちらかというと、シーズがあって、どんどんそこにユーザビリティを後

に追随させていくというやり方で進んでいるのが実態だと思います。それについて、今

後、やはりこれもずっと言ってきていることなのですけどなかなか実現できないのが、

ユーザーが何を意識しないで済むようにというような、こういうものが必要なんじゃな

いかということで、ユーザセントリックな技術。そこに大事なのはやっぱり今はセキュ

リティ技術でございますので、そこを追加していく。 
 あと、次のスライド５でございますけど、ユーザセントリックなネットワークを実現

するためには当然ユーザーのニーズが必要ですと。ただ、ユーザーの関心というのはや

っぱりサービス・端末に向いていて、そんなにネットワークというのは意識しないもの

ですので、それを実現するためにやっぱりシーズって必要なのだということで、ニーズ

ベース・シーズベース両方に研究開発というのが当然必要ですということで、次のスラ

イドでございます。 
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 では、今の通信ネットワークの現状。前に申し上げましたけど、ネットワークの大規

模化、システムの複雑化で、サービスは非常に多様化してきていますという絵でござい

ます。 
 次、スライド７でございますけど、こういうサービスが非常に多様化している中で、

この絵は左側がユーザー、右側が電力会社さんなどのサービサーです。それぞれのこと

に対してニーズというのはいろいろあります。これらのニーズを、大規模化、非常に複

雑、多様化している中で、ネットワークというのが１つにまとめて運用しているという

のが実態でございます。 
 そのような中で、次のスライド８でございますけど、先ほどと同じくユーザーが左側、

右側がサービサーで真ん中にネットワークがございますけど、ユーザーがやはり心地よ

くどうやって使っていただけるかということで、右側のサービス品質指標ということで

いろいろ指標があります。 
 それに対して、やはりそれぞれに適したネットワークというのを作っていかなくては

いけないというのがスライス化だと思うのですけど、どのようにこれをバーチャルでや

っていくかということで、次のスライド９ですけど、ネットワークをスライス化すると

いう技術がございます。 
 さらに、ちょっとここは変わってきまして、シーズベースということで、今まで、先

ほどからも光通信、光ケーブルの話が出ておりますけど、見ていきますと、波長多重あ

るいは現在のデジタルコヒーレントとの技術というのは日本がこうやって引っ張ってき

てやってきたというものでございます。 
 スライド１０についても同じように、このような光ケーブルというのは日本がやっぱ

り進んできたということで、スライド１１でございますけど、ネットワークが非常に複

雑になっている中、光のようにどんどんシーズで走っていくというシーズベースの研究

開発というものが、ニーズベースの研究を牽引していくものではないかという絵でござ

います。 
 最後でございますけど、まとめとして、国家プロジェクトとして求められる研究開発

ということで、ユーザセントリックな研究の方向性、２つの研究開発の軸ということで、

当然なのですけど、シーズベースで先端研究型で大事なのが、やはりユーザセントリッ

クなサービス、ユーザーのニーズだけを求めるというだけではなく、本当にそこに基礎・

基盤となる技術というものをやはり開発していかないと上っ面の研究になってしまう。

さらに、光伝送、無線通信のさらなる高速化・高効率化・高集積化という形でやってい

くというものです。 
 ２番のニーズベースについては、やはり課題解決型になりやすい傾向がございますの

で、とはいえ、やっていく必要も当然ございますけど、やはり国としてやっていくもの

というのは基礎・基盤技術、これを強調していくものではないかと考えております。 
 期待する環境でございますけど、やはり産学官の連携は当然のことですし、シーズと

いうとやはりかなりお金かかるものですし、なかなか１企業では難しいというのが当然
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ありますので、その辺は是非とも知恵を集約するような場を設けていただいて、それで

研究開発していくことが必要だと思っております。以上でございます。 
○相田主査  ありがとうございました。おかげさまをもちまして、予定からあまり遅れ

ずに進んでおりますので、この後、５０分ぐらい意見交換の時間が取れるかと思います。 
 

（５）意見交換 
 
○相田主査  今回は第１回の会合ということでございますので、皆様に委員会で議論す

べき論点やこれまでのプレゼンテーションに対するコメント等々でも結構ですので、だ

いたい１人３分以内ということでご発言をお願いしたいと思っております。 
 まず、資料１－９といたしまして、事務局の方からこの委員会で議論する論点の例と

いうことでペーパーを作っていただいておりますので、これも踏まえて、是非参考にし

ていただいて、後ほどご意見いただければと思います。 
 では、資料１－９につきまして事務局から説明をお願いいたします。 

○野崎技術政策課長  資料１－９、簡単にご説明いたします。まず、論点ごとに固まり

を作っておりまして、事務方の方で例を作成いたしました。 
 まず、１番目のＩＣＴを取り巻く環境変化ということで、次の５年間、さらに長期的

に取り巻く環境変化はどのようになるか。我が国における社会経済の変化、国際関係に

おける位置づけの変化等により、ＩＣＴに対するどのような社会ニーズが生まれるのか。

また、ＩＣＴがどのように高度化し、どのように社会に使われるようになるのかという

のが１つ目の論点の例の固まりです。 
 ２つ目が研究開発、国際標準化、成果展開等の推進方策ということで、次の５年間に

おいて、国やＮＩＣＴは研究開発、国際標準化、成果展開にどのように取り組んでいく

べきか。国やＮＩＣＴがこれらの活動において果たすべき役割は何か。国際標準化や成

果展開において、研究成果に関する知財戦略をどのように考えていくかということで、

下に個別の論点がございます。 
 ２ページ目でございます。３つ目の固まりは産学官連携、国際連携、人材育成等の推

進方策でございます。次の５年間に国やＮＩＣＴはこれらの取り組みについてどのよう

に進めていくか。国やＮＩＣＴがこれらの活動において果たすべき役割は何かというこ

とで、具体的なものを例としてそこに挙げております。 
 ４番目が重点研究開発分野・課題でございます。こちらにつきましては、主にワーキ

ンググループでまずは集中的に議論していただく予定でございます。次の５年間に国や

ＮＩＣＴとして重点的に研究開発を行う分野・課題は何かというようなものでございま

す。これにつきましても、この後、ご意見等をいただければ幸いでございます。以上で

す。 
○相田主査  ありがとうございました。もちろん、この４点全てにコメントをいただき

たいというわけでは必ずしもございませんので、これはご参考にということで、それで
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は内田構成員の方から順に、１人３分以内ということでお願いしたいと思います。 
 それでは、まず、内田構成員の方からお願いいたします。 

○内田構成員  １番については、だいたい環境はこうなってくるというのは先ほど申し

上げたとおりですけど、この２番も、ちょっとずれてしまいますけれども、現場にいま

すと、装置とか何かっていうのはかなりコモディティ化しておりまして、どれもこれも

同じような感じがあって、コストというのが結構大事です。 
 研究開発をする上でも、森川先生とちょっと近いのかもしれませんが、コストと、あ

とお金がどう上手く流れていくのか。皆が開発して、それから最後に実用化して、ユー

ザーの方にいかにお安く使っていただけるかということを意識してやっていかないとい

けないというのは散々感じております。あとスピードが、こういう５年間計画、あるい

は１０年、中長期的という形で考えていく上では大事なのだと思います。当然、考えて

いく必要があるのですけど、我々が考えていくスパンをもう少し短くしていくようなこ

とを考えていかないと、世の中というか、世界に遅れていくのかなと思います。どうし

ても安全サイドでゴールを置く可能性が高いので、ＩＣＴは成熟している業界かもしれ

ないですけど、そこは常にスピードを求めていく必要があると思っております。 
 あと、人材育成、産学官連携。これは、具体的にどうしていくかというのはわかりま

せんけども、知恵はどこかに集中して、どんどん世界を引っ張っていくような枠組みを

作っていく必要があると思っております。すみません。簡単でございますが、以上です。 
○相田主査  ありがとうございました。申し忘れましたけど、簡単な自己紹介を併せて

お願いできればと思います。 
○内田構成員  すみません。ａｕのサービス開発系を最初はやっておりました後は、流

通のプランニングとか、あとは装置の開発をやったり、次はそれを構築したり、運用し

たり、またそれを企画するような部門とか、全体を統括するようなことをやっていまし

て、ずっとそういう１つの流れを追いかけていますと、先ほど言ったような、コストと、

あとはスピードが大事だと感じております。 
 どちらかというと、我々も海外ベンダーの製品を使うことが多いので、日本のベンダ

ーさんの製品も使っていますけども、スピードを上げて開発していただいて、追いつい

ていかないとと思っております。以上です。 
○相田主査  ありがとうございました。では、続きまして江村構成員、お願いいたしま

す。 
○江村構成員  ＮＥＣの江村です。ＮＥＣでは、研究開発と技術戦略を担当しておりま

す。よろしくお願いいたします。幾つかコメントをさせていただきたいと思います。 
 ＩＣＴを取り巻く環境という面で言うと、先ほどのご説明にもありましたように、ど

うしてもＩＣＴは縁の下に見られがちなのですけれど、環境が変わってきているかなと

思っています。１つは、データを活用することによって、データの中から知とか知恵を

紡ぎ出すという環境になってきているということです。これが世の中をすごく変えると

いうことをアピールしていくことが必要だろうと思います。従来のものを効率化してい
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くというお話が森川先生からありました。それは当然なのですけど、ICT の進展が人の

働き方とか、産業構造をずいぶん変えていくという世界観になってきていると思います。 
 ですから、その辺りを考え、それから、今課題になっている地方創生を考えたときに、

地方で働いていても東京にいるときと同じ環境で働けるような環境を作っていくという

ような視点をもっと出していくということが非常に重要なポイントになるのではないか

と思います。 
 そういった観点で、グローバルにいろいろ調べてみると、目的観を持って社会実証を

やるという動きが非常にあると思うので、ＩＣＴの議論に閉じずに、ゴールを見据えた

形での社会実証ということを意識し、その中で、ＩＣＴの良さをもっとアピールしてい

くことが必要ではないかなと思います。 
 研究開発という意味では、今申し上げたような社会実証的なもの、それから特に通信

を含めるとテストベッドというものが非常に重要になってくると思います。その上で何

を実証するかということを是非いろいろ議論させていただければと思います。 
 一方で、先進技術という方では、従来のパラダイムで解けない問題、あるいは、例え

ばコンピュータパワーは使えるけれどエネルギーを使い過ぎみたいなことを変えていか

なくてはいけないので、そういった基礎技術への研究投資というのも必要と思います。 
 それから、もう１点が、ＩＣＴがいろんなものとつながってきていることを考えると、

セキュリティの問題というのをもっともっと前面に抱いて議論すべきかというふうに考

えております。以上です。 
○相田主査  ありがとうございました。では、続きまして大木構成員、お願いします。 
○大木構成員  通信機器の関係業界団体であります情報通信ネットワーク産業協会、Ｃ

ＩＡＪの専務理事の大木でございます。日頃、業界全体が抱える課題の解決に向けた取

り組みでありますとか、また、様々な形で意見提言等をさせていただいているところで

ございます。 
 これからのＩＣＴの世界ってものを考えますと、もういろんなところで言われていま

すように、様々なものがネットワークにつながる。そして、それがクラウドであります

とか、ビッグデータというものと連動した中で、新しいサービスでありますとか、新し

いビジネスというものを生み出していくのだろうと、それを大いに期待するとともに、

推進していきたいと思うところであります。 
 ただ、そういった世界を考えていきますと、ネットワークについて見ますと、やはり

高速広帯域ということはもちろんでありますけれども、様々な特性を持ったトラヒック

がまた時間的にも大きな変動の中にあるということを考えると、こういったトラヒック

の変動に対して柔軟なネットワークでありますとか、あるいは、ただ今、江村さんから

もありましたけれども、セキュリティというふうなものをしっかり担保するような技術

というものが重要になってくるというふうに考えておるところでございます。 
 また、グローバルな競争というものがますます進展していくという中におきましては、

先進的、先端的な研究開発でありますとか、それに裏打ちされた格好での国際的な標準
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化の先導役というふうなことがますます重要になってきているというふうに思うところ

でありまして、それらに応えていくというためには、中長期的なグランドデザインの下

で、重点化する技術分野あるいは研究開発というものについては、人の流動であります

とか、あるいは人の交流ということも含めて、産学官というのが一体になって、かつ、

先ほど森川先生からフラウンホーファーのご紹介もありましたけれども、インセンティ

ブの働くような格好での一体的な取り組み、あるいは仕組みというものが必要なのでは

ないかというふうに考えているところであります。そういった場ができることによって、

またこれからを担う人材の育成というところにもつながっていくだろうというふうにも

思うところであります。 
 あと１点だけですが、森川先生の話を非常に感銘を受けてお聞きしたのですけれど、

産業界でもＩＣＴをいろんな分野で活用するという話を数多くしているわけですけれど

も、一つのエコシステムとしてまでなかなか作り上がらないというところが今の最大の

悩みとも言えるところでございまして、先ほどお話があったような点、是非また議論を

深めていく中で、最初に申しましたような世界が生まれるところにつながっていけばと

思う次第でございます。以上でございます。 
○相田主査  ありがとうございました。それでは、大久保構成員、お願いします。 
○大久保構成員  ＮＩＣＴの企画担当の理事をしております大久保でございます。よろ

しくお願いいたします。今回、特にＮＩＣＴが次期の中長期計画をどういうふうに進め

たらいいかということで、本当に非常に重要な会議でございます。是非、皆様方のお知

恵をいただきまして、しっかりとした方向性を出していただければと思っております。

よろしくお願いいたします。 
 今までプレゼンテーションを幾つか聞かせていただきまして、世界の動きとか、それ

から特にＩＣＴの分野の動きの早さ、それから分野融合というのでしょうか、そういう

アウトプットの出し方が根本的に変わってきているという観点。こういう点については、

私どもも常々感じておりまして、やはりこういうものに合わせた取り組みというのを新

たな中期目標に掲げていかなくてはいけないなというふうに切実に感じたところでござ

います。 
 ただ、その中で、ＮＩＣＴができるところ、若しくは国ができるところ。こう言いま

すと、まずは基礎・基盤のところの研究というのと、また、一方で、実際に社会に求め

られたところを出していくのかというのもあり、なかなかその両部分を全部カバーでき

るというわけではないなと思います。そういう意味では、先ほど、森川先生のお話であ

りましたけれども、場を形成して、民間と、それから学会の方々、それぞれ役割を持っ

た人たちが一つに集まって、研究開発を進めるプラットフォーム的な取り組みというの

が、これからの重要な部分ではないかと。 
 そういう意味では、「ＮＩＣＴが」という主語だけではなくて、そういう場に集まった

人たちがどういうふうに研究開発をやりやすくしていくか。こんな観点でのご議論をい

ただければ、そこの中で、私どもの本当に実力の発揮できるところを見つけていけるの
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ではないかと、そんなふうに思っておるところでございます。以上でございます。よろ

しくお願いいたします。 
○相田主査  どうもありがとうございました。では、続きまして大島構成員、お願いい

たします。 
○大島構成員  はい。私は、東京大学の情報学環と生産技術研究所を兼務しております。

研究の専門といたしましてはバイオメカニクスということで、医用画像データとシミュ

レーションを融合した研究という、いわゆる臨床のお医者さんに使っていただくような

システムの開発を行っています。それと同時に、研究を通した科学技術教育ということ

で、初等中等教育へ、いわゆる大学の研究をどのように教育の場にトランスファーする

ということも研究としてやっております。よろしくお願いいたします。 
 論点ということで、まず１番目のＩＣＴを取り巻く環境の変化ということで、ちょっ

と長期的というよりかは、ここ５年の、いわゆる今度の東京オリンピックまでなんです

けれども、今、地方との格差が非常に大きくて、特に教育の場では、離島とかでは学校

自体が小学校１年から６年生で１０人ぐらいしかいないという、非常に都市と地方の格

差というのが大きく、また、ＩＣＴに関しても、なかなかそういう環境が学校によって

は整っていないというのが現状になっているので、そういう格差を、ＩＣＴを含めて、

どうやって縮めていくかというのは非常に大きな課題なのではないかと思っています。 
 特に今、超高齢化、少子化ということと、残念ながら経済も右肩上がりではないので、

そういう中で、研究とともに、ビジネスもどうやって発展していくかというようなこと

も考えていかないといけないということで、森川先生もおっしゃったように、どういう

ふうなシステムづくりをしていくかというのが非常に大事なのではないかなというふう

に思っています。 
 あと、研究開発と、３番目の産学連携も含めた推進方策なのですけれども、比較的、

ハードウェアとかに関しては非常に研究が進んでいるのですけれども、ソフトウェア及

びいわゆるコンテンツと言われているものがなかなか進んでないのではないかなと思っ

ていて、それをパッケージの両輪として、分野も含めて融合しながら地道に開発してい

くことが非常に大事なのではないかと思っています。そうしないと、医療もそうですけ

れども、いろいろ今、ＩＣＴを含めた教育をやっていこうという話があるのですけれど

も、ハードは、今、タブレットも非常に安価で手に入るのですが、そこに乗るコンテン

ツはあまり使えるものがないという現状なので、そういうのをパッケージでやっていく

ということが非常に大事なのではないかというふうに思っています。 
 あと最後に、地域格差というものが非常に大きな観点で、これは医療に関してもそ

うですし、教育に関してもそうなので、それを軸に、ＩＣＴ、特に人がいない、地域の

中で人が核になりながら、例えば産業も呼び込むということが、例えば医療に関しても、

教育に関しても、可能ではあると思いますので、そういう基軸も含めて、是非ビジネス

も呼び込めるようなソフト、ハードというものを、人の連携とシステムというものを上

手く構築していけるような形になっていけるといいのではないかというふうに思ってお
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ります。ちょっと雑駁な話ですけれども、以上です。 
○相田主査  ありがとうございました。では、続きまして岡構成員、お願いいたします。 
○岡構成員  はい。パナソニックでＡＶ及び情報通信を担当していますＡＶＣネットワ

ークス社において技術を担当しております岡といいます。よろしくお願いいたします。

今日のこの委員会で３つ、お話というか、コメントをさせていただきたいというふうに

思っております。 
 １つ目は、基礎的あるいは基盤的な研究開発というのが是非とも必要であるというふ

うに感じているということです。先ほど三菱総研様の資料で、パナソニックがどうも一

番いっぱいお金を使って研究開発をしているみたいなのですけれども、それに対して成

果は出ているかというと、どうもなと、研究開発を担当している者としては、ちょっと

考えなくてはいけないなというふうに思っているわけですけれども、しかしながら、社

内を見てみますと、基礎研究あるいは要素研究というところに対する投下資本は間違い

なく減ってきております。我々、メーカーとして、アプリケーションというか、商品に

近いところの研究開発を重視するようになってきておりまして、その部分というのは、

国あるいはＮＩＣＴ様のようなところと、そこだけでやるわけではないでしょうけども、

連携してやらせていただくということで、基礎研究というのは非常に重要であるという

ふうに思っております。 
 ２つ目ですけれども、ではそれを最終的には社会に還元していかなくてはいけないの

で、やはりＩＣＴというのは社会実証がものすごく重要なのではないのかなというふう

に思っております。例えば、今の多言語翻訳の例で言わせていただきますと、グローバ

ルコミュニケーション開発推進協議会を作っていただいて、我々も参画させていただい

ておりますけれども、ああいうものを作って、できるだけ早く一般の方々にそのメリッ

トを享受するというような形で進めるのがいいのではないかというふうに思っておりま

すので、やはり社会実証をしっかり通じて、国民の皆様にお渡ししていくということが

必要かというふうに思います。 
 それから、３つ目は、技術領域としてはどこか。いろいろな技術領域があるというふ

うに思っておりますけれども、私は、やはり一つの重要な領域としてＩｏＴ、もののイ

ンターネットというのがあるのではないかというふうに思っております。日本の製造業

で、弊社もそうですけれどもいっぱいものを作っておりまして、それを全てネットにつ

ないでいくというようなことで差別化をしていくというようなことが、日本の一つの生

きていく方向なのかなというふうに思っております。当然、パナソニックのものも全部

つなぎたいと思っておりますけれども、やはりＩｏＴというもの、ＩｏＴという一言で

言ってもそれを構成する技術だとか、それ以外にもいろいろあると思うので駄目なので

すけれども、ＩｏＴというところに一つ着目、注目をして研究開発テーマを決めていく

というのがいいのではないかというふうに思います。以上です。 
○相田主査  ありがとうございました。沖構成員は先ほど所用で退席されましたので、

続きまして黒田構成員、お願いいたします。 
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○黒田構成員  東京工科大学の黒田でございます。電磁界の数値解析などをやっており

ます。私は、ＩＣＴを取り巻く環境につきまして、今、パナソニックの方がおっしゃい

ましたように、私もＩｏＴというのがこれから大事になってくるのではないかと思って

おります。ＩＴの後、ＩＣＴになり、次、ＩｏＴじゃないかと思っております。 
 これは、第４の産業革命と言われております。ドイツが強いと聞いておりますけれど

も、またこういうふうにものをつなぐと、インドのようなソフトウェア先進国も参入し

てくるということでございまして、あまり我が国は取り組みが十分でないと思いますの

で、今後、ＩｏＴを発展させるのは、ＮＩＣＴさんが中心になってやっていただく、先

導的立場を取っていただければいいのではないかと思っております。 
 それから、最近、日本の技術力が低下していると言われております。これは、身近な

ところで言いますと、皆さん、家電を結構外国のものを使っていると思いますけれども、

これは日本が実用化について、あまり上手くできてない領域もあるのではないかと思い

ます。私、ＮＩＣＴのいろいろな研究について評価させていただいておりました。世界

一というのがたくさん出ておりまして、非常に皆さん、一生懸命やっておられます。こ

れを上手く国際標準化、実用化に持っていくように力を出していただきたいなと思って

おります。 
 それから、人材の件でございますけれども、ここにも博士の取得者が減少傾向にある

と出ておりますけれども、これは、その後の就職口が大学、研究所というところが多い

ということ。そして、それはだいたい任期制であるということ。そうしますと、その先

が見えないということで、皆さん、ただ論文の数を増やすとかというような、次の就職

活動に力を入れるようなことで、若い頭脳が、じっくり腰を落ち着けていられないとこ

ろが、ちょっともったいないという気がします。 
 大学の研究室、大学院と企業とＮＩＣＴさんのようなところが一緒になって、グロー

バルに、もっと大々的に、大学院生の活用というのを上手くやって、その後、企業に就

職するというようなやり方を取れれば、大学の活性化にもなりますし、博士号を取った

人も良い仕事先が見つかるのではないかと思っております。任期制ということについて、

また考えていただきたいなと思います。以上でございます。 
○相田主査  ありがとうございました。では、続きまして近藤構成員、お願いします。 
○近藤構成員  はい。老テク研究会は、介護をする人やされる人のご負担を少しでも減

らしたいと思って、高齢者や障害者の立場で情報通信サービスを考える研究をして、今

年で２３年目でございます。１９９５年から、郵政省時代から含めて、こういった人た

ちは、いろいろな便利なサービスを、あっても知らない、知っていても使えない、習い

たくても教わるところがない。ですから、是非利用支援活動をしてくださいと通い続け

て２０年目でございます。 
 私たちは、ＩＣＴを使えるようになった高齢者が様々な社会参加をできるようになれ

ば、介護予防にもなりますし、とにかく耳が聞こえなければお電話は使えません。文字

メールやチャットが使えれば、認知症の予防にもなります。認知症予防は、今、国家戦
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略でございます。ですので、是非こういった活動に皆さんのご理解をいただけたらと言

い続けております。 
 昨年１年は、パソコンのほかにも、スマートフォンというのが大変、今、注目されて

おりますので、無料講習会を開催し、企業や行政や全国のＮＰＯの協力で、１年間、約

１，５００人の高齢者の方に１カ月無料で使っていただいて、習っていただくという取

り組みをしました。本当に便利で、高齢者にこそ、スマートフォンは素晴らしいという、

大変好評だったんですけれども、本当に皆さん、使ってよかった。地図だとかＳＮＳと

か、様々な災害用伝言板とか、素晴らしい。でも、やはりほとんどの方は、ショッピン

グとかバンキングというのは怖くて使えない。これだけオレオレ詐欺で怖い時代でござ

いますので、もったいないなと思っています。皆さんの中で、例えば、フリフリＴＶな

んていうのをご存じの方はいます？使っていますという方。パナソニックの方、使って

いません？ 
○岡構成員  すみません。使っておりません。 
○近藤構成員  知らないですよね。これは、テレビを見ながらスマートフォンにアプリ

を入れてフリフリすると、いろいろなお得な情報とか、アンケートに答えるとプレゼン

トがもらえるとか、そういうことができるもう１年やっているサービスなのです。でも、

ここにいらっしゃるような方も知らない。偉い方も知らない。知っていても、たぶん、

どうやって使うのかなと思われると思うのです。 
 ＶｏｉｃｅＴｒａもそうです。私たちのスクールで、ＶｏｉｃｅＴｒａを使ってみよ

うということで練習しました。なかなか難しいのです。皆さんは、簡単に使えると思っ

ていらっしゃる。でも、なかなか簡単ではないのです。そこのところ、文字も小さいし。

だから、そういったことを少しでも改善できるようなお手伝いを老テク研究会はしてい

きたいと思います。ＶｏｉｃｅＴｒａは本当に、話すことが難しくなった方のリハビリ

にもすごく良いソフトです。是非新しい視点で、そういったことを取り組んでいる草の

根のＮＰＯもいっぱいいますので、皆さんと連携できたらと思います。どうぞよろしく

お願いいたします。ありがとうございました。 
○相田主査  ありがとうございました。では、佐々木構成員、お願いいたします。 
○佐々木構成員  はい。富士通研究所の佐々木でございます。富士通は、ＩＣＴのど真

ん中をやっているので、本当に危機感を持って、技術開発とビジネスを進めていかなく

てはいけない状況にあります。特に、各産業界、産業の融合というところで言うと、最

近ですと農業とか、そういう工業の世界ではないところで少しＩＣＴを導入して、ｂｙ 

ＩＣＴですね。ＩＣＴを使った新しいビジネス開拓というところを見つけてやっていま

す。だから、たぶんそこが産業界での役割だろうと思います。 
 一方では、ｏｆ ＩＣＴ、ＩＣＴ自身の技術開発ということを見ますと、いろいろや

ることがなくなってきたような雰囲気で言われていますけど、全然そういうことはなく

て、これから基礎技術とか、やっていかなくてはいけないものがたくさんあります。し

かも、やれることしかやってないという、ここのところを見直さなくてはいけない時期
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だと思います。特にここ１０年を見た場合、２０２４～２０２５年ですか。半導体のミ

クロンルールの限界に入るというのも皆さんわかってるわけです。では、どうするのだ

と。半導体がなくなるわけではないです。そこで、コンピュータアーキテクチャがどう

あるべきかということを考えなくてはいけない。今の時代にやっておかないと、次の１

０年後の世代が大変なことになる。富士通としても、ＩＣＴのど真ん中のところ、今か

ら基礎研究をしっかりやっておかないと大変なことになると思っています。 
 例えば、ｂｙ ＩＣＴで言いますと、医療で、各個人の医療診断とか薬の投与、そう

いうものをイメージしてもらったときに、心臓が悪かったとしますと、個人の心臓のア

ーカイブをコンピュータでシミュレーションしながら、最適な医療と、投薬をしなくて

はいけない。そのときに、今現在、インテルのＣＰＵで２５６のＣＰＵを使いますと、

心臓１拍の鼓動で１年半かかります。では、計測コンピュータを使うとどうかというと、

１拍でさえ２日かかります。 
 ですから、世界をもっと、人間の医療にしても、いろんな社会にしても、シミュレー

ションをしっかりするには、コンピュータの速さというのは必要なのですが、半導体に

頼っていると限界が来てしまっている。そこで、コンピュータアーキテクチャの観点、

あるいはメモリの考え方というのを、今一度、原点に戻って、この１０年間、立ててい

かなくてはいけないだろうと思います。 
 たぶん通信の方も同じことです。今、光通信の方で、１００Ｇとか４００Ｇとか言っ

ていますけど、だいたいテラのオーダーになってくると限界が見えているわけです。そ

れでも、一方では、ＩｏＴと言って、データもどんどん増え続けている。では、どうや

って伝送してさばくのか、データのバックアップどうするのかということで、社会イン

フラとしては非常に重要な役目を持っているＩＣＴに対して、今、投資していかないと、

次の世代が大変なことになりますし、国際競争力としても、今、新しい技術開発をする

とたぶん世界が受け入れてくれると思うのです。Ｍｅ ｔｏｏの技術開発をやっている

から、コストに負けて、だんだん下がっていく。そういうことだろうと思います。今、

近藤さんが言われたみたいに、使い方もあるだろうし、本当に困っていることは何だと、

社会の課題をもう１回見据えて、あるべき社会の課題、あるべき社会システムをどう再

構築するかということをもう１回やる。ｂｙ ＩＣＴとｏｆ ＩＣＴの接点でまだまだ

新しいことができると思います。 
 音声翻訳にしてもそうです。やれることだけやっていると、たぶん実際には使えない

という状況になると思いますので、一体どこで困っているところにそれを投入しようと

して、プラクティカルなところをサポートするんだという目標の掲げ方です。そこがな

いとたぶん駄目だと思いますし、コンピュータ、知識処理をやるとしても、今、自動学

習というのができてない。音声翻訳でも、新しい言葉の固有名詞がどんどん出てきてい

ます。では、どうやって自動学習で獲得していくのだということをやらないと、新しい

言葉すら覚えられないコンピュータ。こういうのは駄目だと思いますし、ビッグデータ

時代で、リンクト・オープン・データを使って、世界のデータをアナリティクスをしま
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すと言いますけど、皆言語が各国違います。それをどうやって日本の言語と合わせ込ん

で、アナリティクスするのかというのを考えると、まだやらなくてはいけないこともあ

りますし、音声翻訳だけではなくて、翻訳もリアルタイムでできる技術もまだできてな

い。 
 と考えますと、まだまだｏｆ ＩＣＴでもｂｙ ＩＣＴでも、人間の持っている暗黙

知、経験知をどうやってＩＣＴでアーカイブしていくかという原点のところがまだでき

てないので、こういうところをやりながら、もっとワクワク感のある技術開発、これを

サポートするのが、国であったり、国研であったりするのだろうと思います。産業界と

一緒にそういうところもチャレンジできる環境づくりができれば、すごくありがたいと

思っています。以上です。 
○相田主査  ありがとうございました。では、続きまして平田構成員、お願いいたしま

す。 
○平田構成員  はい。ＡＴＲの平田でございます。まず自己紹介でございますけれども、

私は４０年以上、通信会社で研究開発及びそのマネジメントを進めておりまして、７年

前から、けいはんな学研都市にございますＡＴＲで研究開発のマネジメントをしていま

して、１つ気になったのが、東京の一極集中、これが何とかならないかというのは非常

に感じておりまして、今日、それを話すと長いので、横の方に。例えばですけども、研

究成果を挙げたといったときに、その成果は、例えばですが、マスコミも地方では取り

上げられるけれど、東京ではほとんど取り上げられない。どうして情報発信を積極的に

やっていくかということも非常に重要な課題ではないかというふうに感じておりまして、

是非けいはんな学研都市にも１度足を運んでいただければありがたいなというふうに思

っています。 
 話の前置きが長くなりましたけど、ずっと研究開発及びそのマネジメントに携わって

いたわけですけれども、特に最近の傾向として少し危惧してる点がございます。まずそ

の１つは、課題解決型、出口、そういった方にちょっと振れ過ぎているのではないかと

いうのを率直に感じています。もちろん、課題解決型、そのためにＩＣＴが果たすべき

役割は非常に強い。これも言うまでもなくて、是非それは今後とも、私どもの研究開発

も進めていきたいと思っておりますし、我が国としても非常に重要ではないか、それが

国際競争力にもつながるのではないかと。これは言うまでもないことだと思うのですけ

ど、少し課題解決型の方に振れて過ぎているのはちょっと問題ではないかというふうに

１点、危惧いたします。 
 もう１つは、ＩＣＴを駆使していろんな社会システム、インフラサービス、これが改

善されて、あるいは良くなってきて便利になった、豊かになったということですけれど

も、そのスピードがちょっと速すぎるのではないかなと。つまり、ＩＣＴを道具にして、

どんどんものすごいスピードでもって変革が起こっている。それはそれで結構なのです

けれども、その結果、どんどんそれがフィードバックして、ＩＣＴもすぐ役に立つとい

う方に研究とか開発がかなり行っているのではないか。もう少し腰を落ち着けて、将来
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を見据えたような研究開発、技術開発、あるいは技術を実現するといった考え方が要る

のではないか。特に国とか国研がやられる研究は、そこのところが、非常に大事ではな

いかなというふうに非常に強く感じているわけであります。 
 言うまでもないですけれども、ＩＣＴが完全に道具化して、それによっていろんなも

のが便利になって、豊かになっているというこということなのですけれども、先ほどの

森川さんと少し違うのですけど、ＩＣＴが枯れたか、成熟したかというと、私はとんで

もないことだと思っております。ＩＣＴのＣはコミュニケーションですね。コミュニケ

ーションの技術が本当にもう成熟してしまったのかというと、私はそうじゃないと思い

ます。人間そのもののコミュニケーション、例えば何でもつなげるとか、そちらの方は

かなり成熟していると思うのですけども、果たしてコミュニケーションという点から考

えたときには、まだまだやることがあるのではないかということで、そういったものを、

じっくりと腰を据えてやる。そのために、国として、国研として、是非先導していただ

いて、基礎研究、あるいは基礎技術の研究、あるいは基盤技術の研究、それを積極的に

やっていただければ非常にありがたいなと思います。 
 特に具体的なものといたしましても、例えばですけれども、これからいろんなＩＣＴ

を使った、あるいはＩＣＴをベースにしたような社会システムとかサービスがどんどん

出てくると思うのですけど、便利になるという意味のポジティブな面と、光と影の部分

もあるのではないか。安心・安全というのは非常にキーワードとして大事ではないかと

いうことで、特に国や国研として、研究の中には、もちろん先端的研究も必要ですけど

も、安心・安全をどう担保するか、あるいは実現するか。もちろんサイバーセキュリテ

ィもそうでしょうし、情報セキュリティとか、フェイルセーフの技術とか、いろいろご

ざいますけれども、安心・安全をどういうふうに実現していくかというのが、これから

の世の中、非常に大事じゃないかな。これから是非しっかりとそういったものを実現し

ていきたいなと思います。 
 もう１つ、非常に気になっているのですか、先ほど地方にいるとなかなか情報発信が

十分にできないと申しましたけども、やはりＩＣＴに携わる者にとりまして、ＩＣＴは

まだまだやることがあるということをもっともっとわかりやすい形で社会に向かって発

信できないかと。専門家はいろいろわかっていても、一般の方はなかなかわからない。

単なる、ＩＣＴは便利あるいは豊かになった道具にすぎないという意識がある。もっと

これからは５年、１０年、２０年後にさらに成熟すれば、どういった世の中に変わって

いくかという点についても、是非情報発信をしっかりやっていく必要があるのではない

か。そういうことも、国として、あるいは国研さんとして、先導的にご指導いただいて、

我々も一緒になって取り組んでいきたいというふうに思っております。以上です。 
○相田主査  ありがとうございました。では、続きまして三谷構成員、お願いいたしま

す。 
○三谷構成員  電機大学の三谷でございます。最後の方になってきますと、今、平田さ

ん、佐々木さんからいろいろなＩＣＴに対するご見解とかご希望のお話があって、なか
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なか話の種を見つけるのが大変なのでございますが、今日、プレゼンしていただいたの

が、企業の方、大学の方、それから調査機関と言いましょうか、その方から伺って、特

に三菱総研さんの、日本の成長、売上高の成長率とか、利益率がゼロに近く、何となく

マイナスにもなっているという雰囲気のことを資料としてお話しいただいて、ほかの会

社の方のご説明では、その辺の謙虚な、反省とは言いませんけれども、何らかの技術を

この場でいろいろ、技術戦略ということでご検討されるようでありますが、先ほどの森

川先生のお話は非常に感動いたしまして、ああいった感覚が企業の方にも必要なのでは

ないか。 
 そういった意味では、技術戦略という、こういう検討の場で、企業の皆さんから、森

川先生のような観点、視点でのお話が出てくれば、日本が何となくくすぶっているとい

うのが三菱総研さんの資料でございますけども、非常に前向きな議論ができて、そこを

払拭できるような形での検討がなされるのではないかと。三菱総研さんには、なぜ米国

と比べてこんなに日本は上手くないんだという、成長を阻害するような要因等は分析さ

れていると思われますので、是非ご披露いただければというふうに思っているところで

ございます。 
 感想的なお話が多くなるわけでございますが、情報通信ということで、今は、“シン”

というのが信ずるということで、セキュリティですとか、強靭化ネットワークという方

向性が言われていますが、先ほど、老テクの近藤さんだったでしょうか、通信の“シン”

が心ではないかと。ハートフルな形でのネットワーキングというのが今後、要求されて

いくという気がしております。 
 そういった意味で、先ほどの森川先生のお話は非常に興味深いものがあって、ワーキ

ングで、これからの技術を基礎研究も含めましてどういうふうにという、その検討は必

要だと思いますが、先ほどの先生のご指摘の企業あるいは日本がＩＣＴで元気を出す方

法、出す戦略というような意味での、幅広い、どちらかというと経済的な観点が入って

くるのかもしれませんが、そういったものも取り込めたらいいなというふうに感じてお

る次第でございます。 
 特に、大学で今、工業系の教育をやっておりますけれども、まさしく先ほどの先生の

お話の観点というのは抜けているわけでございまして、この辺も大学教育の中でＩＣＴ

をいかように活用もしながら、ＩＣＴでどういう形で社会貢献に結びつけていくかとい

うような議論も必要になってくるのではないかというふうに感じました。感想でござい

ますけども以上です。 
○相田主査  ありがとうございました。それでは、宮崎構成員、お願いいたします。 
○宮崎構成員  ＮＴＴデータの宮崎と申します。私は、Ｒ＆Ｄからプロジェクトを立ち

上げて、その成果をベースにしたサービスというのを作って、ビジネス化していくとい

う仕事をこれまでやってきています。ここ１０年ぐらいですけれども、先ほどのプレゼ

ンテーションの資料にもありましたけれども、社会インフラの老朽化のための橋梁モニ

タリングシステムを開発して、実用化しております。 
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 今日、宿題になっていたところですけれども、まず中長期的なＩＣＴの社会ニーズと

いうところの観点で少し考えたんですけれども、１つは、少子高齢化によって、労働環

境が劇的に変わると言われていますけれども、その部分にＩＣＴというものがとても重

要な役割を担うのではないかというふうに思っています。 
 それは、まず労働人口が劇的に減ってくる。それに伴って、今までだったら働かない

年齢の方とか、あるいは女性の方とか、そういう人たちを労働者として受け入れていか

なければいけなくなったときに、もはや今のような、事業所に社員が集まって顔を突き

合わせて仕事をやっていくというスタイルだけではもう成り立たなくなってくるという

ことが考えられます。それで、そのときには、地方にいながら働けるとか、自宅にいな

がら働けるというところも含めて考えますと、そこでバーチャルオフィスみたいな形の

仕組みというものが中長期的には必要になってくるのではないかと思っています。 
 今も、ネットワークでつなげて、例えばテレワークをやったりという仕組みはあるの

ですけれども、私の個人的な考えとしては、何かを成し遂げていくときにはフェイス・

トゥ・フェイスコミュニケーションは絶対に重要だと思っています。今、まだそこが、

テレビ会議システムというものはありますけれども、臨場感がまだまだない。そういう

ところに新しい技術というものを活用できていくのではないかなというふうに思ってい

ます。 
 この話というのは、実はグローバル化にも共通するところがあって、海外の人たちと、

今はテレビ会議等々で一緒に仕事をやっていくわけですけども、やっぱりフェイス・ト

ゥ・フェイスでやっているときとは違っている。この仕組みというのは、こういうとこ

ろにも活用できると考えています。 
 あともう１点ですけれども、先ほど研究開発費が少ないという話が少し出ていたと思

うのですけれども、そこは様々な理由があるとは思いますが、１つは、デスバレーで落

ちてしまう成果が多いのではないかと思っています。私の個人的な考えとしては、基礎

研究から実用研究、それから実用化に向けて、成功させるためには、それなりの体制や

仕組みが必要だと思っています。その辺について少し議論等ができればいいのではない

かというふうに思っています。以上です。 
○相田主査  ありがとうございました。それでは最後、森川構成員、お願いします。 
○森川構成員  先ほどもお話しさせていただいたので、ちょっと付け加えることを２つ

ほどお話しさせてください。 
 １点目は、先ほどのプレゼンも含めて、成熟したとか、枯れたというのも、僕は意図

的に使っています。これを言うと、だいたい大学のシニアの先生からは怒られます。そ

んなことはないと。まだまだやることはあると。必ず怒られますが、僕は意図的に使っ

ています。ただ、僕も若いときから、フォン・ノイマンに代わる並列コンピュータの基

礎原理は何なのかとか、あるいは重力波通信って本当にできないのかと、ずっと考えて

いますけど、できないかなということで、ちょっと意図的に言っております。ただ、成

熟してきたことが、実は悪いことではないと思っていまして、こなれてきたからこそ、
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いろんなところに使えるようになった。そういう時代に入ってきたというふうに思って

いますので、是非そういう、割り切って考えるのも実は重要なのかなというふうに思っ

ているのが１つです。 
 あともう１つ、それと関係しますけれども、地方とＩＣＴというのは非常にポテンシ

ャルあるかなと思っていまして、今年も島根とか三重に行ってきたのですけど、地方は

何が良いかというと、ＩＴ屋さんと例えばペンキ屋さんが非常に仲が良いんです。東京

にいると仲良くないというか、ほとんど接点ないのですけど、地方の経営者協会に行く

と、もう皆さん知っている。これは非常に実は強みなのかなと思っていまして、イノベ

ーションというのは組合せだということも言われますけれども、そういった点で、地方

も何かしらの形でそれをちょっと押してあげられると、地方のソフトウェア会社さんも

元気になるので、あの場というのは結構大切にしたいなというのを最近思っているとこ

ろでございます。以上です。 
○相田主査  ありがとうございました。というところで一回りして、時計を見るともう

お約束の時間になっております。本来ですと、この後、皆さんからいただいた意見を踏

まえて、もう１ラウンドか２ラウンド、意見交換させていただきたかったのですけれど

も、一応、複数の方からいただいたコメント、共通していただいたコメントだけ、ざっ

とランダムにピックアップすると、やはりセキュリティ、安心・安全が大事だとか、研

究開発のエコシステムというようなものを考えていかなくてはいけないとか、地域格差、

地域とのことを考えていきたいとか、社会実装あるいは実証というようなこと、場の形

成、その一方で基盤研究の確保といったようなキーワードが挙がったかと思います。す

みません。本日は時間が取れませんでしたけれども、またここら辺を踏まえて、次回以

降、議論させていただければと思います。 
 

（６）その他 
 
○相田主査  では、申し訳ありませんけれども、その他ということで、事務局の方から

お願いいたします。 
○事務局  それでは、今後のスケジュールについて簡単にご説明させていただきます。

参考資料の１－５をご覧ください。今後のスケジュールについて記載させていただいて

おります。上から３番目の技術戦略委員会の丸が並んでいるところをご覧いただければ

と思います。本日、第１回、１月３０日でございます。今後、概ね４回程度、開催をさ

せていただくということで想定してございます。第２回、２月２５日、第３回、３月２

０日を予定しております。その後、パブリックコメント、委員会報告の原案をかけまし

て、７月目途に答申ということを想定しております。現時点での想定でございまして、

審議の内容とかに応じまして、必要に応じて追加開催あるいは継続開催というのもご相

談させていただければと思っております。また、本日設置されましたワーキンググルー

プにつきましては、第１回会合を２月５日に予定してございます。以上でございます。 
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○相田主査  それでは、ただ今のご説明等々につきまして、何かご質問、コメントいた

だく点ございますでしょうか。 
 

閉  会 

 
○相田主査  それでは、本日はこれで閉会させていただきます。どうもありがとうござ

いました。 
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